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２０２４年５月 全国百貨店売上高概況 
２０２４年６月２４日 

Ⅰ．概 況  
 

１．売上高総額            ４，６９２億円余 

２．前年同月比（増減率）  

（１）全  国           １４.４％（店舗数調整後／２７か月連続プラス） 

   ①１０都市（10 地区）      １９.４％（３２か月連続プラス） 

   ②１０都市以外（7 地区） －１.１％（店舗数調整後／２か月連続マイナス） 

（２）国  内             ２.３％（店舗数調整後／２か月ぶりプラス） 

（３）インバウンド       ２３１.２％（店舗数調整後／２６か月連続プラス） 

 

  ［参考］２０１９年比（売上高増減率）は、８.９％（店舗数調整後） 

【特 徴】 
5 月は、売上高（14.4％増）、入店客数（2.0％増）共に 27 か月連続のプラス。コロナ前の

2019 年比でも売上高 8.9％増と好調を維持。 

インバウンドと、ラグジュアリーブランドや高級時計､美術・宝飾等高付加価値商材が活況。 

外出機会の増加や気温上昇に伴い、夏物商材が伸長し主力の衣料品も好調に推移。サング

ラスや扇子など季節雑貨も動く。 

各社が企画した GW でのファミリーイベントや食品催事などが盛況。外商催事、母の日商

戦等の積極展開も奏功。 

インバウンド：円安などを追い風に 718 億円余（231.2％増/26 か月連続/シェア 15.3％）と

3 か月連続で過去最高を更新し売上全体を底上げ。2019 年比では 132.4%増と、前月より

58.0 ポイントアップ。労働節休暇（5/1～5/5）で中国の購買客数と売上が大幅に伸長。 

国内市場：2.3％増（シェア 84.7％）と好調で 2 か月ぶりにプラス転換。2019 年比はほぼ同 

水準で推移。 

都市（10 都市）：増勢が続くインバウンドと高額品などから 9 地区で前年実績をクリア。対

前年伸び率は前月よりも 7.0 ポイントアップ。31.5％増と高伸した大阪をはじめ 7 地区で

二桁増。 

地方（10 都市以外の 7 地区）：インバウンドが徐々に拡がりつつあるものの、一部店舗では

テナントへの業態転換などで売上から賃料に変更したこともあり、6 地区で前年実績に届

かず。その結果、都市との差は前月より 6.0 ポイント拡大。 

商品別：主要 5 品目のうち４品目で前年実績超え。高伸する身のまわり品や美術・宝飾・貴

金属など高付加価値商材では一部商品で価格改定前の駆け込みも見られた。食料品は菓子

がインバウンドやギフト需要で健闘したが、価格上昇の影響などを受け生鮮食品と惣菜が

苦戦し、2 か月連続のマイナス。 

【要 因・その他】 
   (1) 天 候 ： 気象庁発表「５月の天候」の特徴は以下のとおり（一部抜粋） 

    ◇気温は、全国的に平年比で高く推移し、中旬を中心に寒気の影響が弱く暖かい空気が流れ込みやすかった北・東日本で

高かった。降水量は、全国的に平年比で多く、下旬を中心に低気圧や前線などの影響を受けやすかった東・西日本太平洋

側でかなり多かった。日照時間は、北日本太平洋側と西日本日本海側で多かった。 

(2) 営業日数増減     ３０.９日（前年同月比 ±０.０日） 

(3) 土･日･祝日の合計    １０日（  〃    1 日減） 

  (4) 入店客数増減（回答店舗数で見る傾向値／前年同月比／有効回答数１０２店舗） 

     ①増加した：４８店、②変化なし：２０店、③減少した：３４店 

  (5) 調査対象百貨店   ７１社 １７７店 （本年４月対比：±０店）（前年同月比：－１社－４店） 

  (6) 総店舗面積     ４,６０９,９５４㎡ （前年同月比：－２.９％） 
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地　　　区 売上高(千円) 構成比（％）

 全 国 469 ,295 ,529 100 .0 14 .4 (　14 .2 )

10都市 369 ,887 ,094 78 .8 19 .4

札幌 12,183,915 2.6 10.1

仙台 5,460,654 1.2 2.2

東京 141,458,643 30.1 17.3

横浜 28,095,136 6.0 9.4

名古屋 33,150,401 7.1 14.6

京都 22,979,973 4.9 24.4

大阪 86,384,609 18.4 31.5

神戸 12,465,033 2.7 16.0

広島 6,388,819 1.4 -2.6

福岡 21,319,911 4.5 27.3

10都市以外の地区 99 ,408 ,435 21 .2 -1 .1 ( -1 .9 )

東北 3,800,938 0.8 -5.0

関東 45,470,122 9.7 0.4

中部 6,784,076 1.4 -0.4 ( -6.6)

近畿 14,874,565 3.2 -2.5

中国 7,247,204 1.5 -3.2 ( -7.6)

四国 5,058,238 1.1 -2.1

九州 16,173,292 3.4 -2.1

商　品　別 売上高(千円) 構成比（％）

総　　　　　　　額 469 ,295 ,529 100 .0 14 .4 (　14 .2 )

紳士服・洋品 25,288,873 5.4 7.1 (　6.8)

婦人服・洋品 89,625,822 19.1 17.5 (　17.3)

子供服・洋品 7,474,557 1.6 0.0 ( -0.1)

その他衣料品 6,349,080 1.4 -2.2 ( -2.7)

衣　　料　　品 128 ,738 ,332 27 .4 13 .1 (　12 .8 )

身のまわり品 93 ,937 ,853 20 .0 35 .9 (　35 .8 )

化粧品 40,155,149 8.6 16.4 (　16.2)

美術・宝飾・貴金属 51,865,889 11.1 36.7 (　36.6)

その他雑貨 12,343,354 2.6 3.4 (　3.3)

雑　　　　　　貨 104 ,364 ,392 22 .2 23 .7 (　23 .5 )

家　　具 3,698,415 0.8 2.5 (　2.4)

家　　電 1,738,113 0.4 5.2 (　5.0)

その他家庭用品 9,760,685 2.1 0.6 (　0.3)

家　庭　　用　品 15 ,197 ,213 3 .2 1 .6 (　1 .3 )

生　鮮　食　品 16,804,707 3.6 -4.0 ( -4.5)

　菓　　子　 30,111,299 6.4 -0.1 ( -0.3)

　惣　　菜　 25,177,629 5.4 -2.4 ( -2.8)

その他食料品 28,541,253 6.1 -2.2 ( -2.4)

食　　　料　　　品 100 ,634 ,888 21 .4 -1 .9 ( -2 .2 )

食　堂　　喫　茶 10 ,598 ,100 2 .3 0 .3 ( -0 .1 )

サ　ー　　ビ　ス 3 ,953 ,497 0 .8 -4 .0 ( -4 .1 )

そ　　の　　他 11 ,871 ,254 2 .5 10 .8 (　10 .7 )

商　　　品　　　券 5 ,689 ,618 1 .2 -1 .5 ( -1 .7 )

全国百貨店　売上高速報 2024年5月
第１表　　地区別売上高

※店舗数調整後　（　）が調整前
対前年増減(-)率　(%)

※

　対前年増減(-)率　(%)

※

第２表　　商品別売上高

注)　構成比は計算処理上必ずしも100％にはなりません。商品券は総額に含まれません。また、商品券の構成比は、

   総額に対する比率です。本統計には消費税は含まれておりません。

注)　２０２３年２月より、北海道の１店舗を地区区分１０都市の札幌に合算しております。
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Ⅱ．地 区 別 の 動 き  

【地区別売上前年比の寄与度とトレンド】 

地区 
売上前年比 

（増減率） 
寄与度 トレンド 

１０都市 １９.４ １４.６ ３２か月連続プラス 

札 幌 １０.１ ０.３ ２７か月連続プラス                                                                         

仙 台 ２.２ ０.０ ２か月ぶりプラス 

東 京 １７.３ ５.１ ３３か月連続プラス 

横 浜 ９.４ ０.６ ７か月連続プラス 

名古屋 １４.６ １.０ ３２か月連続プラス 

京 都 ２４.４ １.１ ３２か月連続プラス 

大 阪 ３１.５ ５.０ ３２か月連続プラス 

神 戸 １６.０ ０.４ ２７か月連続プラス 

広 島 －２.６ －０.０ ９か月連続マイナス 

福 岡 ２７.３ １.１ ３２か月連続プラス 

10 都市以外の地区 －１.１ －０.３ ２か月連続マイナス 

東 北 －５.０ －０.０ ９か月連続マイナス＊ 

関 東 ０.４ ０.０ ２か月ぶりプラス 

中 部 －０.４ －０.０ ８か月ぶりマイナス 

近 畿 －２.５ －０.１ １１か月ぶりマイナス 

中 国 －３.２ －０.１ ２か月連続マイナス＊ 

四 国 －２.１ －０.０ ２か月連続マイナス 

九 州 －２.１ －０.１ ２か月連続マイナス 

   （注 1）北海道、東北、中国、九州については、２００６年１月からそれぞれ札幌、仙台、 

広島、福岡を１０都市に移行した。（２００５年までは６大都市） 

       （注 2）２０２３年２月より、北海道の１店舗を地区区分１０都市の札幌に合算した。 

【前年同月比（増減率）推移】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023年
5月

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
2024年
1月

2月 3月 4月 5月

全 国 6.3 7.0 8.6 11.8 9.2 6.1 7.4 5.4 7.1 14.0 9.9 8.9 14.4

10 都 市 8.5 10.1 11.0 14.2 12.0 9.1 9.7 7.4 9.2 18.1 12.9 12.4 19.4

10 都市 以外 -0.1 -1.9 1.6 4.7 0.2 -2.5 0.6 -0.5 0.4 1.8 0.8 -2.1 -1.1

国 内 2.3 1.8 3.9 5.5 3.1 0.4 2.8 1.2 2.4 6.5 3.7 -0.7 2.3
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Ⅲ．商 品 別 の 動 き  

 

主要５品目は食料品を除く４品目でプラスとなり、衣料品、身のまわり品、雑貨は二桁 

増となった。その他の品目は、婦人服・洋品が２７か月連続、美術・宝飾・貴金属が 

４０か月連続でプラスとなった一方、生鮮食品、菓子が２か月連続、惣菜が５か月ぶり 

にマイナスとなった。 

 

 

【商品別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

商品別 
売上前年比 

（増減率） 
寄与度 トレンド 

総額 １４.４ ― ２７か月連続プラス 

紳士服・洋品 ７.１ ０.４ ４か月連続プラス 

婦人服・洋品 １７.５ ３.３ ２７か月連続プラス 

子供服・洋品 ０.０   －０.０ ５か月連続マイナス 

その他衣料品 －２.２ －０.０ ２か月連続マイナス 

衣料品 １３.１ ３.６ ２７か月連続プラス 

身のまわり品 ３５.９ ６.０ ３２か月連続プラス 

化粧品 １６.４ １.４ ２７か月連続プラス＊ 

美術・宝飾・貴金属 ３６.７ ３.４ ４０か月連続プラス＊ 

その他雑貨 ３.４ ０.１ ４か月連続プラス＊ 

雑貨 ２３.７ ４.９ ３２か月連続プラス 

家具 ２.５ ０.０ ３か月連続プラス 

家電 ５.２ ０.０ ２か月連続プラス 

その他家庭用品  ０.６ ０.０ ２か月ぶりプラス 

家庭用品 １.６ ０.１ ３か月連続プラス 

生鮮食品 －４.０ －０.２ ２か月連続マイナス＊ 

菓子 －０.１ －０.０ ２か月連続マイナス＊ 

惣菜 －２.４ －０.１ ５か月ぶりマイナス＊ 

その他食料品 －２.２   －０.２ ２か月連続マイナス＊ 

食料品 －１.９ －０.５ ２か月連続マイナス 

食堂喫茶 ０.３ ０.０ ２７か月連続プラス 

サービス －４.０ －０.０ ５か月ぶりマイナス 

その他 １０.８ ０.３ ２６か月連続プラス 

商品券 －１.５ －０.０ ２か月連続マイナス 

   （注）化粧品、美術・宝飾・貴金属、その他雑貨、生鮮食品、菓子、惣菜、その他食料品に 

     ついては２００６年１月から細分化した。 

 

 

お 問 い 合 わ せ は 、 日 本 百 貨 店 協 会  橘 ・ 長 柴  まで 

TEL 03-3272-1666   ホームページアドレス http://www.depart.or.jp 

 

 

 

 

 

http://www.depart.or.jp/

